
ICT を授業で活用する際には，子どもに育てたい力を明確にし，いかにしてその力をつけていくのか
を考えながら ICT 活用の在り方を計画することが大切である。そのためには，一人一人の子どもの実態
を把握し，ICT の特性を生かした効果的な授業の流れや，支援を考えることが必要である。このように
ICT を授業計画の中に盛り込んでいくことは，教師の指導の幅を広げ，子どもが主体的に学習する姿に
つなぐことができると考える。そこで，本報告では，小学校第３学年，第６学年の実践授業を通して，
研究を進め ICT をどのような場面で活用することが効果的であるのか，また，どのようなことを大切に
して活用すればよいのかについて提示した。 
 
第１章 今，ICT 活用が求められる理由 
第１節 なぜ，ICT 活用なのか 

 我が国では，「i-Japan 戦略 2015」で 2015 年ま
でに，デジタル技術とブロードバンド環境で，世
界を一歩リードし，その活用を推進力として，日
本の「国」としての競争力を高めることをめざし
ている。教育においても，各教科などの特性に応
じたデジタル技術の活用を進め，子どもの学習意
欲や学力を向上させることを目標に，教師のデジ
タル活用指導力の向上や双方向でわかりやすい授
業の実現などの方策が打ち出されている。前述の，
デジタル活用指導力の一つに，授業での ICT 活用
が挙げられる。「教育の情報化の推進に資する研
究」では，授業で ICT を活用することで，児童生
徒の学力向上に効果があると実証されている。ま
た，日本全国で，ICT の特性を生かし，目的に応
じた活用をすることで子どもの学習意欲を向上さ
せ，学力向上を図ろうとする研究や実践が盛んに
行われ，成果を挙げている。 

 
第２節 ICT をいかに活用すべきか               
授業を設計する上で，「育てたい子どもの姿」

を明確にし，その姿の実現に向けて指導・支援を
考えていくことが大切である。ICT を活用する際
には，子どものつまずきに応じて，ICT の特性が
支援として効果的であると判断したときに活用す
ることが望ましい。 
また，ICT 活用に当たっては，とりわけ「発問」

「板書」との関係に留意し，授業に意図的に盛り
込んでいく必要があると考える。例えば静止画を
提示するときにどんな発問をするか，動画を視聴
する際にどんな板書をするか，などの ICT 活用と
発問，板書との関係を明確にすることで，「育てた
い子どもの姿」の実現に向けた的確な支援を行う
ことができるのではないかと考える。 

 
第２章 授業設計が ICT 活用の効果を高める 
第１節 ICT 活用がもたらす授業での効果 
授業で ICT を活用すれば，「学習意欲の向上」「内

容理解の促進」「言語活動（交流）の充実」の効果
があると考える。本研究では三つの効果の中で，
特に ICT を活用することで生じる「学習意欲の向
上」に着目した。それは，学習意欲を向上させる
ことで，「内容理解の促進」「言語活動（交流）の
充実」に，効果的に波及していくと考えたからで
ある。 
ICT を活用し，授業でこれらの効果を十分発揮

させるために，ICT 活用の目的を明らかにする，
ICT 機器の特性を基に活用方法を考える，ICT 活用
とその他の指導・支援との関係を考える，の三つ
の視点を意識して授業設計を行い，実践授業を進
めていくことにした。 
 
第２節 ICT 活用を視野に入れた授業設計  
ICT 活用を行う上で，特性を生かし，子どもの

学習意欲を向上させるという視点をもち，機器を
選択・活用していくことが大切である。本研究で
は，教師が子どもに情報を提示して「注目させる」
「理解させる」場面，子どもが情報を提示して「伝
える」「伝え合う」場面で，ICT 活用を行うことが
子どもの学習意欲の向上につながると考えた。 
研究を進めていくに当たり，授業設計の視点と

学習意欲を向上させる ICT 活用の場面とを意識し
て授業のイメージを明確にしていくことが大切で
あると考えた。そこで，それらを意識するために，
授業設計案を作成することが効果的であると考
え，ICT 活用の視点を明確にするための指導案の
書式として，表 1を作成した。 
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表 1 ICT 活用を明確にする授業設計案（指導案）の書式 
学習

場面

学習活動 ・学習活動のねらい 

★本時のねらいにつながる 
○発問・指示◎説明

●助言 
・予想される児童の反応 
△留意点 

ICT 活用（効果：評価） 

■全体への支援□個への支援 

・板書 
○掲示 

・準備物 
○学習形態 



 

 

第３章 実践授業を通して 
第１節 小学校第３学年 算数科 
単元『三角形をしらべよう』で，実践授業を行

った。本節では，ICT 活用で支援を行うことが最
適であると判断し，実践を行った二つの学習活動
を取り上げ，ICT 活用の効果を子どもの姿を基に
述べる。 
一点目の授業

場面では，ICT
を活用して「注
目させる」場面
を設定した。教
師が図 1のよう
に拡大提示され
たものを指し示
しながら発問・
指示・説明することで，子どもの視線をスクリー
ンに集めることができた。そのことが，子どもの
学習課題の確実な把握につながり，意欲的に活動
に取り組もうとする姿が見られた。 
また，二点目の授業場面では，ICT を活用し「伝

える」場面を設定した。子どもが，自分の考えの
基になったものを拡大提示しながら発言すること
で，積極的に考えを伝えようとする姿が見られた。 
 
第２節 小学校第６学年 国語科 
単元「読書の世界を深めよう」で実践授業を行

った。 
一点目の実践で

は，ICT を活用し
て「伝え合う」場
面を設定した。話
し手の子どもは，
拡大提示された読
書ノートを指し示
したり，線や印を
つけたりしてわか
りやすく伝えることができた。また，発表内容に
関することを視覚化することで，聞き手の子ども
たちは，スクリーンに着目して聞くことができ，
提示された情報を参考にして自分のノートに書き
込もうとする姿が見られた。 
二点目の実践では「注目させる」場面を設定し

た。図書室の平面図を自作コンテンツで作成し，
それを基に本の分類を確認した。アニメーション
効果を設定することにより，本の分類名を子ども
の発言とともに一つずつ注目させることができ
た。 

第４章 実践を終えて 
第１節 研究の成果と課題 
授業設計案を作成することで，ICT 活用の目的，

ICT 機器の特性，ICT 活用とその他の指導・支援と
の関係を明確にして授業を計画し，実施すること
ができた。授業を行った教師からは「ICT を活用
することに対する抵抗感がなくなり，ICT 機器は
教室になくてはならないものになった。」という声
を聞くことができた。 
また，学習意欲を向上させる ICT 活用例として

提示した「注目させる」「理解させる」「伝える」
「伝え合う」の四つの場面を意識して授業設計し，
実践を行うことで，子どもの学習意欲が向上する
姿が見られた。 

ICT を授業で効果的に活用するには，教師が子
どもの実態に合わせて，意図をもって活用する必
要がある。そこで， ICT を授業に盛り込むに当た
り，指導案に ICT 活用の項目を設け，活用の目的
と支援の内容を具体的に明記することにした。 
 
第２節 ICT 活用のさらなる充実をめざして 
ICT 活用のさらなる充実を図る上で「活動と交

流の一体化」がキーワードになると考える。それ
は，子どもが，自分の考えを視覚化することによ
り，効果的に伝える場面を拡充させることにつな
がると考えるからである。また，考えを伝える場
面を想定することで，人に伝えることを意識して
自分の考えを再構成したり，端的にまとめたりす
るような姿につながるのではないかと考えられ
る。今後，電子黒板など様々な ICT 機器が導入さ
れるが，子どもの言語活動を充実させる活用の視
点が ICT 活用の要になると考える。 

図 1 指し示しながら発問する教師 

図 2 指し示しながら話す子ども 

図 3 ICT を授業に盛り込んで行く視点  
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